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Abstract: 商品設計やサービス提供の領域では，顧客に関する具体的な議論を喚起し，関係者の

合意形成を円滑にするため，顧客の仮想人格である「ペルソナ」を作成することが広く行われて

いる．しかし，作成過程において，a)考慮すべき顧客の要素・特性や，b)ペルソナの正当性の担

保や優先順位付けに関して，必ずしも明確な指針が存在するわけではない．そこで本研究では，

社会シミュレーションのログ分析手法を援用し，ペルソナ作成過程における分析支援手法を検討

する．想定される効用は以下の通り：社会シミュレーションの各種分析手法を援用することで，

1)想定する結果に影響を与える要素・特性を明確化しうること，2)注目すべきペルソナを同定し

うること． 
 

1  はじめに 

 商品設計やサービス提供の領域では，顧客に関す

る具体的な議論を喚起し，関係者の合意形成を円滑

にするため，顧客の仮想人格である「ペルソナ」を

作成することが広く行われている．しかし，作成過

程において，a)考慮すべき顧客の要素・特性や，b)

ペルソナの正当性の担保や優先順位付けに関して，

必ずしも明確な指針が存在するわけではない． 

そこで本稿では，社会シミュレーションのログ分析

手法を援用し，ペルソナ作成過程における分析支援

手法を検討する．想定される効用は以下の通り：社

会シミュレーションの各種分析手法を援用すること

で，1)想定する結果に影響を与える要素・特性を明

確化しうること，2)注目すべきペルソナを同定しう

ること． 
  

2  関連研究 

2.1 ペルソナ・マーケティング 
マーケティングやユーザー中心設計の領域では，

新商品の開発やサービス改善において，顧客の仮想

人格である「ペルソナ」を作成することが広く行わ

れている[1; 2]．当該手法は，特定の商品やサービス

のターゲットとなる仮想人格を，系統的かつ明瞭に

表現し，関係者の合意形成を有効にする． 
通常，ペルソナの作成のためには，大規模なアン

ケートなどの定量調査と，詳細なインタビューなど

の定性調査が必要となる[3; 4]．定量調査の過程にお

いては，a)考慮すべき顧客の要素・特性や，b)ペル

ソナの正当性の担保や優先順位付けに関して，必ず

しも明確な指針が存在するわけではなく，ペルソナ

作成上の課題・問題点となっている． 

2.2 行動の類型化と社会シミュレーション 
山田・大堀らは，現実のビジネスおよび産業が直

面している課題を解決するために実データとエージ

ェントシミュレーションの両者を利活用した手法を

提案している[5; 6; 7]．そこでは，現実のデータを基

に空港における複数のタイプの人間行動の類型化を

行い，福岡空港における新機材導入時の混雑時状況

をエージェントシミュレーションにより再現するこ

とに成功している．このような現場の意思決定に耐

えうる水準の精緻な分析は，有用な付加的情報のフ

ィードバックを通じて，ペルソナ作成に対するサポ

ートとなり得る．  
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3  方法論 

 本稿では，社会シミュレーションのログ分析手法

を援用し，ペルソナ作成過程における分析支援手法

を検討する．提案手法の概念図は以下の通りである

（図 1）： 

 
（図 1）提案手法の概念図 

 

4  デモンストレーション 

著者らは，実アンケートデータから生成した類型

（人物属性）に基づき，老後世代の資産形成・取り

崩しのシミュレーションを行なっている[8]．以下，

結果の一部を再掲し，上記方法論について検討する． 

4.1  特徴分析とシミュレーション 
アンケートデータのクラスタリングにより，回答者

を 5 つの人物像に分類した．当該分類に基づくパラ

メタ設定により，インフレシナリオ毎に将来の特定

年齢における資産枯渇の可能性をシミュレートした

ものが（表 1）である．表 1 による分析は，例えば，

枯渇率の低減という施策を打つ際に，注目すべき人

物像がいずれなのか，対象を絞ることに資する． 
 
(表 1) 人物像・インフレシナリオ別の資産枯渇率 

 
 
 
 
 
 
 

4.2  ミクロ・ログ分析とペルソナの詳細化 
追加的なミクロ・ログ分析から，各人物像が資産枯

渇の可能性を低減するために取り得る対応策を纏め

たものが（表 2）である．表 2 から，資産枯渇に与

える影響が強い要素・特性を明確化しうることが分

かり，ペルソナの詳細化に資することが推測される． 

（表 2）人物像毎の対応策・打ち手 
 
 
 
 
 
 

 

5  おわりに 

本稿では，社会シミュレーションのログ分析手法

を援用し，ペルソナ作成過程における分析支援手法

を検討した．想定される効用としては，社会シミュ

レーションの各種分析手法を援用することで，1)想
定する結果に影響を与える要素・特性を明確化しう

ること，2)注目すべきペルソナを同定しうること，

などが挙げられる．今後の課題は，提案手法を具体

化・実装し，実際のペルソナ作成に繋げることであ

る． 
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